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蜘蛛の糸

　『蜘蛛の糸』は小学校の国語の教科書で初めて

読んだ思い出がある。悪いことばっかりして地獄

に落ちた罪人でも、その生涯で一度でも良いこと

をしていたら、お釈迦様が地獄から天国に行ける

蜘蛛の糸を垂らして下さると思った。しかし、自

分だけ助かればいい、そのためには他人はどう

なってもいいと考えると、その瞬間に蜘蛛の糸は

切れるのだと思った。　

　小さな蜘蛛にも命があり、人の命も蜘蛛の命

も同じであり、生き物の命を大切にすることが大

事なのだと思ったが、すぐに忘れて蝉取りや魚釣

りを楽しんでいた。それを悪いことをしていると

は全く思わなかった。蝉取りをしていて蜘蛛の巣

が顔に巻き付き、邪魔だったので巣を破った時に

蜘蛛が逃げ出していくのを見て、殺そうとはしな

かったことを思い出した。

　この年になって『蜘蛛の糸』を読み直すと、い

ろいろと思うところがある。カンダタは殺人や放

火などいろいろな悪事を重ね、地獄に落ちて蠢い

ていることは当然だが、一匹の蜘蛛を踏み殺さな

かったことで、仏様から地獄から天国に抜け出す

チャンスを貰ったのだ。この程度を善行といえば

誰でも一度は行っている。だから仏様は地獄のす

べての罪人も天国に上がれるチャンスを与えよう

とされたのではないだろか。握ることで仏様につ

ながる蜘蛛の糸。しかし、人の生存欲は何よりも

強く、自分さえ助かればと思うのも自然である。

カンダタも自分だけ助かればよいと思い「俺だけ

の糸だ」と喚いたのも当然のことだと思える。他

人を押しのけて自分だけ助かろうという人間の性

に仏様は悲しそうな御顔をされたが、すぐぶらぶ

らと歩き始められた。やはり仏様から見ると浅ま

しく思えたのだろう。

　人がそれぞれの正義に従い努力をして、何とか

生きていくことは正しいことではあるが、可能な

限り他人にも別の正義があることも思わなくては

ならない。

　芥川龍之介は自身の死を常に意識していたので

はなかろうか？創作という魂の競演の中でのみ死

を忘れられたのではなかろうか？その結果、創り

出された名作は時を超え魂を震わせる。名作は現

代の問題にも過去の歴史にも通じていて、単なる

感動だけでなく、重いものを読者に突きつける。

　『蜘蛛の糸』の短い文章は、人がどう生きるか

を考えさせる深い内容があり、いつまでも読者の

心の中に棲み続けていく。

　　　河童忌や　心の中に住む他人


